
様式第７号 

レクリエーション等（指定漁港）施設使用許可申請書 

平成２９年 ４月 １日  

 県 北 広 域 振 興 局 長 様 

申請者   住所 岩手県盛岡市内丸１０番１号     

氏名又は名称 岩手 太郎             

電話（０１９） ６５１ ― ××××  

  次のとおりレクリエーション等（指定漁港）施設を使用したいので、許可してください。 

新 規 ・ 継 続
の 別 継  続 

漁 港 名 種市漁港レクリエーション等施設（種市フィッシャリーナ） 

船名及び船種 
県 北 丸 

（汽船・帆船）
用 途 遊漁船・その他 

船 舶 番 号 第×××－○○○○号 検査番号 第△－×××号 

規 格
総トン数 ５トン未満 船長   ６．３５ｍ 最大喫水 １．０１ｍ    

馬力  ５０．０ＰＳ 乗組員数    ５人 最大人数 ６人       

利 用 期 間 平成２９年 ４月 １日から平成 ３０年 ３月３１日まで 

施 設 の 名 称
及 び 場 所 船揚場１番 

船 主
住所 岩手県盛岡市内丸１０番１号 

氏名 岩手 太郎         電話（０１９）６５１―×××× 

備 考

注１ 誓約書、船舶安全法（昭和８年法律第11号）第９条第１項に規定する船舶検査証書及び小型船

舶登録規則（平成14年国土交通省令第４号）第９号様式に規定する小型船舶登録事項通知書（登

録済の場合に限る。）の写し、住民票抄本（申請者が岩手県外に住所を有する場合に限る。）、登

記簿抄本（申請者が法人である場合に限る。）、航行予定区域を示す図面その他広域振興局長が必

要と認める書類を添付してください。 

２ 継続使用の場合、現在の許可指令書を添付し、注１の船舶検査証書及び小型船舶登録事項通知

書の写し、住民票抄本、登記簿抄本及び航行予定区域を示す画面は、省略することができる。（添

付書類の内容に変更がない場合に限る。） 

（Ａ４） 

（記載例）

岩
手

希望する使用場所を記載してください。

桟橋○番、船揚場○番、岸壁○番
 使用期間を記載してください。年度毎の更新と

なりますので、使用期間は最長で３月 31 日まで

です。

 なお、使用料は申請期間分を前納いただいてお

りますが、途中で使用を停止した場合、残期間分

の使用料はお返しできませんのでご了承願いま

す。



様式第１号 

誓   約   書 

私は、レクリエーション等施設使用許可申請書提出にあたり、以下のとおり誓約します。 

１ 岩手県漁港管理条例その他関係法令を遵守し、漁業活動に支障を及ばす行為はしないこと。 

２ 船舶の停係泊等は、漁港管理者及び漁港管理者から委託を受けた者の指示に従うこと。 

３ 事故防止に努め、万一、第三者や施設に損害を与えた場合は私の責任で処理すること。 

なお、第三者に損害を与えた場合は、 

ア 賠償責任保険 

損 害 保 険 会 社 名 ：  岩手県北保険株式会社 （記入例：○○会社） 

損 害 保 険 の 種 類 ：
 ＰＢ責任保険 

（記入例：PB 責任保険） 

補  償  金  額 ：
３，０００万円 

（記入例：○○○○万円） 

保 険 証 券 の 番号 等 ：
 ○○－×××× 

（記入例：○○－○○○○○○）

イ 自己資産 

ウ その他 (具体的内容：                              ) 

により対応します。（アからウのいずれかに○印を付してください。） 

４ 船舶停係泊中の荒天時避難、防犯対策、船舶や備品等管理の一切は、私の責任とし、盗難等 

に係る管理者の責任は問わないこと。 

５ 天災等により船舶や備品等が使用不能になった場合、私の責任で必ず撤去すること。 

６ 使用料の請求があった場合は、納期内に納付すること。 

７ 利用者同士でのトラブルについては、当事者間で解決すること。 

８ 許可を受けた場所以外は使用しないこと。 

９ 上記各項目の違反等により、施設からの退去命令があったときは、直ちにその命令に従い、

不服申し立てはしないこと。 

    平成２９年 ４月 １日 

        県北広域振興局長 様 

氏 名 岩 手 太 郎         

注１ ３の表は、保険証書の写しの添付により記入を省略することができます。 

注２ ３において、｢ア 賠償責任保険｣以外を選択した場合は、プレジャーボート等に係る水域の適正な利

用及び事故の防止に関する条例(平成 16 年岩手県条例第 67 号)第 18 条第１項の規定に基づき、その対

応方法の内容を証明する書類の提出を求める場合があります。 

【３について、「ア 賠償責任保険」を選択した場合は、表に保険の

内容を記載するか、保険証書の写しを添付してください】

岩
手



様式第１号の２ 

フィッシャリーナ利用者名簿作成確認書 

私は、使用許可申請書の提出にあたり、名簿作成については以下のとおりとします。 

ア  同意します。 

               （いずれかに○印を付けてください。） 

イ  同意しません。 

    平成２９年 ４月 １日 

       県北広域振興局長 様 

氏 名 岩 手 太 郎   

注１ 名簿は原則非公開としていますが、緊急連絡が必要となった場合等、施設使用

者に限り公開する場合があります。 

注２ 利用者名簿記載項目 

係留場所、船名、使用者の苗字、使用者の住所(市町村名のみ)及び電話番号。 

岩
手



様式第１号の３ 

備 品 申 告 書

  種市フィッシャリーナ内に設置する船舶以外の備品を以下のとおり申告します。 

 平成２９年 ４月 １日 

使用場所     船揚場１    番  

氏  名    岩手 太郎       

                    船  名    県 北 丸       

 備品の設置について  ア 備品を設置する（以下に記入）  イ 備品は設置しない
（いずれかに○印）

１ 車両

車 体 の 色

メーカー・車名等

年式・車体番号

そ の 他 の 特 徴

２ 架台

架 台 の 色 等  黒

メ ー カ ー 名 等  ○○社製

そ の 他 の 特 徴  鋼鉄製、長さ 10m、幅 5m 

３ 浮標（ブイ）等

浮 標 （ ブ イ ） 有   ・   無

ア ン カ ー 有   ・   無

４ その他備品 

名   称

特   徴

注）新たに備品を設置する場合や撤去した場合は、その都度申告してください。


